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建設生産システムの最近の動向について
� 中国地方整備局
�

企画部長
　野 田 　 勝

　現在、我が国の社会インフラを巡っては、施設の老朽化の進行、地

震や頻発している風水害などの災害リスクの高まり、人口減少・少子

高齢化など多くの課題に直面しております。

　中国地方では、昨年の ８月広島県において、記録的な豪雨による土

石流により、尊い人命が失われ、家屋の損壊や交通の寸断、河川への

土砂流出など大規模な自然災害が発生しました。

　そのことから「国民の安全・安心の確保」という、国土交通省の基本的かつ最重要な任務を改めて

認識したところでございます。

　（一社）日本建設機械施工協会中国支部と当地方整備局とは、平成24年 4 月に『災害時における中国

地方整備局施設の災害応急対策業務に関する協定』を締結しており、今回の災害においても災害対策

用機械の保有に関する情報収集・提供にご尽力を頂きました。この紙面をかりて厚く御礼申し上げます。

　さて、近年のＩＣＴ（Information　Comuncation　Technology：情報通信技術）の進展や少子高

齢化による担い手不足・熟練技術者の不足など、建設施工を取り巻く環境も大きく変化しており、か

つての人力施工から機械施工への生産方法の革新のような、建設施工のイノベーション（機械施工か

ら情報化施工）が必要となってきています。
※イノベーションとは、画期的な新技術や全く新しい物事の仕組みを創造し、世の中に変革を促すこと『技術革新』

　課題の解決に際しては、新しい技術の開発・導入はもとより、従来技術や他分野技術の効果的な活

用や新技術と既存技術との融合的な活用など幅広の取り組みが必要と考えています。

　現在、国土交通省では、ＣＩＭ（Construction　Information　Modeling）や情報化施工を通じて、

ＩＣＴやロボット技術などの新技術の社会インフラ整備への導入・普及を進めています。

　特に情報化施工は、生産性の向上や、熟練度に左右されない均質で高品質な施工などを実現する方

法として、これまでも試行工事や技術基準類の整備を進め、一部の大規模工事等へ導入されています

が、一般工事への普及には至っていない現状であります。

　平成25年 ３ 月に策定した情報化施工推進戦略において『情報化施工』は、建設施工におけるイノベー

ションを実現する手段の一つであるとされ、その普及を通じて良質な社会資本の整備と適確な維持管

理・更新を実現することを目指しています。



　また、平成26年度より『次世代社会インフラ用ロボット開発・導入』の取り組みを行っており、効

率的な『点検ロボット』や迅速且つ的確な災害状況を把握または応急復旧に資する『災害対応ロボッ

ト』について、現場ニーズに基づき、国内外の異分野も含めた産学の技術シーズを踏まえ、 5つの重

点分野（維持管理：トンネル、橋梁、水中（ダムや河川）、災害対応：災害調査、災害応急復旧）を

対象に民間企業や大学などから募集した点検技術等について現場検証を行い、導入促進を図っている

ところです。

　特に社会インフラの維持管理及び災害対応に関して、その効果・効率の一層の向上を図るため、ロ

ボット技術の開発・導入を迅速且つ集中的に進めており、中国地方では今年度、弥栄ダムを検証現場

として水中での維持管理技術について実地検証を行うこととしています。

　このように様々な取り組みの中、（一社）日本建設機械施工協会におかれましては、建設施工システ

ムの活用・高度化に向けて、『建設生産の向上』『建設コストの縮減』『品質確保の促進』などの調査

研究活動を積極的に推進されており、『機械施工』から『情報化施工』に移行している中、これらの

状況や実態を的確に踏まえ、更なる協力をお願いするものであります。

情報化施工のイメージ



Ｈ27新技術活用等現場研修会
１ ．日　時：平成27年１0月 7 日（水）　 ８時３0分～１7時00分
2 ．研修内容：
　 １）庄原ダム
　　�　広島県庄原市川西町上川西地先に建設中の庄原ダム

は、洪水調節、利水の安定化、水道用水源の確保等を
目的として、平成27年度末の完成に向けダム本体コン
クリートの打設中（進捗率99％）であり、広島県北部
建設事業所庄原支所の担当官からダム本体、仮設備等
について概要説明の他、施工企業の担当者の案内で工
事施工状況等について実地研修を行った。

　 2）国営備北丘陵公園
　　�　広島県庄原市にある中国地方唯一の国営公園である備北丘陵公園において森山副所長から「新

技術活用の動向」について全体説明を受けた後、当公園で採用及び施工した高含水比建設汚泥や
ヘドロに繊維質系泥土改良材と固化材である古紙破砕物・水溶性ポリマー・助剤を混合すること
により、改良直後に運搬可能な状態とするリサイクル工法であるボンテラン工法について、工法
の説明及び実地研修を行った。

【「新技術活用の動向」と泥土リサイクル技術「ボンテラン工法」の施工事例】

　 ３）ビデオ研修
　　�　今回は新たな試みとして移動中のバス車内において

工事記録の映像（ダム治水、利水の機能や必要性）の
視聴を行い、研修内容の充実を図った。

３．参加者：１８名
4 ．参加者の声：
　・�バスでの移動中にダム工事記録のビデオを見たことで、
　　実地研修の内容がより理解できた。
　・�骨材を最低 ３日は乾燥させるために、集積場所を 2ヶ所に分けていたのは良く工夫していると思う。
　・�庄原ダム本体工のコンクリート打設に4. 5㎥（約生コン車 １台分）のホッパーを使うということに、

工事の規模の大きさを感じた。
　・ボンテラン工法は画期的であった。
　・�ボンテラン工法は場合によっては通常の地盤改良より高価になってしまうということで、利用す

る前の調査が重要だと感じた。

【庄原ダム 本体工施工状況】

【ビデオによる車内研修】



第37回　新技術・新工法発表会の開催報告
　（一社）日本建設機械施工協会中国支部では、主催事業として支部会員会社で開発した「新技術・新
工法」について、広く関係者の方々に発表・報告できる場として「新技術・新工法発表会」を年 2回
（春・秋）開催しています。本年度第 2回目の発表会は、去る１0月2１日（水）広島市まちづくり市民交
流プラザで開催し59名の参加をいただきました。なお、当発表会は、土木施工管理技士、ＲＣＣＭ、
技術士の資格取得者の継続学習制度等の学習プログラムとして認定を受け参加者に受講証を発行して
います。

　発表会では、最初に国土交通省中国地方整備局の錦織豊機械施工管理官より、「国土交通行政の最
近の状況について」講話をいただいた後、新技術・新工法に関する 5題発表しました。なお、発表会
の開催にあたり、国土交通省中国地方整備局ならびに技術発表に参加された会員企業の関係者の方々
にはご協力をいただき有難うございました。
○プログラム（１３時１5分～１7時00分）
　 １）講話
　　①国土交通行政の最近の状況について　　国土交通省中国地方整備局　錦織　　豊
○特に興味・関心があった発表課題の回答結果
　 2）技術発表
　　①マルチ測定車による道路空間三次元データの活用�� ���（回答結果）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大林道路（株）中国支店　光谷　修平�� ���１３％ 　
　　②キャタピラー情報化施工の最新取り組み
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本キャタピラー　西海　正人�� ��� 9 ％ 　
　　③多機能型排水性舗装（フルファンクションペーブ（FFP））
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（株）ガイアートＴ・Ｋ　手塚　聡士�� ���３2％ 　
　　④CIM対応施工における ３次元データの利活用（TREND-CORE）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福井コンピュータ（株）　尾張　哲矢�� ���25％ 　
　　⑤ＩＣタグを用いた舗装用建設機械の安全対策
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（株）ＮＩＰＰＯ　宮本　多佳�� ���2１％ 　
○参加者の声（アンケート）
　アンケートにご協力いただきありがとうございました、今後の発表会の開催に活用させていただき
ます。
　①　内 容 の 理 解：よくできた（2３％）　ほぼできた（70％）　出来なかった（ 7％）
　②　発 表 時 間：長い（ ８ %）　丁度良い（８８. 5 %）　短い（３．5%）
　③　今後の仕事への活用：活かせる（70％）　どちらともいえない（ ３％）　活かせない（27％）
　④　会 場 の 環 境：良い（55％）　普通（３9％）　悪い（ 6％）
　⑤　今 後 の 内 容：安全・安心（22％）　コスト縮減（１9％）　環境（１１％）　
　　　　　　　　　　　　　補修・補強（20％）　情報技術（26％）　その他（ 2％）
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お知らせコーナー
今後の行事予定
日　　時 区　分 行　　　事　　　名 内　　　　　　　　　　　容 備　考

平成27年
12月 1 日（火）研　究　会

情報化施工研究会（第 ５回）
会　場：広島市内（予定）
定　員：30名（予定）

「情報化施工技術」の普及・促進に向け、国土交通省か
らの講話の他、会員の施工事例（経験）等から問題点や
課題等について意見交換、情報交換等を行う研究会。

会　員

平成27年
12月 7 日（月）意見交換会

「意見交換会」
場　所：メルパルク広島

中国地方整備局と（一社）日本建設機械施工協会中国支
部との「意見交換会」を開催。
（提案議題） 1．公共工事の品質の確保について
　　　　　　 2．その他の事項

会　員

平成28年
2 月中旬 研　修　会

「土木機械設備の維持管理研修会」（予定）
場　所：広島市内
定　員：30名

土木機械設備（水門ゲート設備、ポンプ設備、道路付属
設備）等の維持管理に携わる技術者を対象とした「研修
会」で、建設後の経年劣化や、故障履歴、維持管理の実
態等について意見交換等を行う研修会。

会　員

編集後記

　今年も連日続く猛暑を何とかしのいでまいりましたが、１0月に入り朝夕めっきり涼しくなり、秋の深まり
を感じるようになりました。季節の変わり目にあたり、皆様におかれましては、お健やかにお過ごしくださ
るよう祈念申し上げます。
　さて、中国支部広報誌（CMnavi）No．4３号の巻頭言では、中国地方整備局企画部長の野田勝様より、「建
設生産システムの最近の動向について」と題し、施設の老朽化が進む社会インフラの維持管理や災害対応の
向上を図るためのロボット技術の開発・導入の取り組み状況などをご紹介いただきました。山積する課題に
対して、情報通信技術の進展や新技術などを活かした取り組みの必要性を理解するとともに、現場ニーズに
即した新たなロボット技術などの早期導入を期待させていただきました。野田企画部長様をはじめ、情報化
施工に関するセミナーや新技術活用のための現場研修会の実施報告など、大変お忙しいなかご執筆や報告記
事等いただきました皆様に、改めて厚くお礼を申し上げます。
　今後も広報部会では、より良い中国支部広報誌の発刊のために、業界のみならず建設業界全体の情報や動
向を常に注視してまいりますが、皆様方にも誌面づくりの上でご協力をお願いすることも多々あるかと思い
ます。是非とも業界発展の為、各種の情報発信として、当広報誌のご活用等をよろしくお願いいたします。
　� 広報部一同

新技術・新機種・新工法の紹介、ご意見・ご感想など、原稿をお待ちしています。
原稿送付先：（一社）日本建設機械施工協会�中国支部

【中国支部広報部会】　　　　　
　部 会 長　　西村　元次　　　　　　（新部会員紹介）
　副部会長　　西田　信行　　　　　　　　広報部会幹事になりました陶山（すやま）です。出雲市に本社
　 〃 　　神田　昭憲　　　　　　　があります株式会社中筋組に勤務しています。
　部会幹事　　嘉本　昭夫　　　　　　　　建設現場は、看護や介護と並んで、人の力を多量に求める世界
　 〃 　　富高　雄二　　　　　　　です。省力化と安全とがより確保できる施工環境の構築を目指し
　 〃 　　陶山　幸夫　　　　　　　て微力を尽くしたいと思っていますので、どうぞよろしくお願い
　 〃 　　高橋　哲夫　　　　　　　します。
　事 務 局　　清水　芳郎
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